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条例
全会一致で
可決

3
月
定
例
会
で
は
、
条
例
の
制
定
や
改
正
に
つ

い
て
16
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

補正予算
全会一致で
可決

人事
全会一致で
同意

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、

歳
入
歳
出
ぞ
れ
ぞ
れ
3
千
634
万
円
を
減
額
し
、

総
額
123
億
2
千
677
万
円
と
し
ま
し
た
。

町道の舗装、法面・盛土・擁壁等点検

要保護準要保護児童援助金（小学校）　

オリジナルナンバープレート製作費

予防接種医師委託料

250 万円

157 万円

▲175 万円

▲3,553 万円

一般会計補正の主な内容 補正額

歳
入

歳
出

国庫支出金

県支出金　

▲2,104 万円

▲3,936 万円

教
育
委
員
会
委
員

再
任
さ
れ
る
。

国民健康保険

後期高齢者医療

下水道事業

土地区画整理事業

農業集落排水事業

▲4,107 万円

829 万円

▲1,269 万円

1億 707 万円

▲230 万円

特別会計の補正 補正額

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
〝
反
対
〞

　

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

　

地
域
の
実
情
を
無
視
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
絶
対
に
行
う
こ
と

な
く
、
次
の
事
項
の
実
現
を
図
る
よ
う
要
請
す
る
。

一
．
自
民
党
が
政
権
公
約
で
示
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
す
る

　

6
項
目
の
判
断
基
準
を
堅
持
す
る
こ
と

　

日
本
の
農
産
物
が
関
税
撤
廃
の
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る
保
証

を
確
保
す
る
こ
と
。
食
の
安
心
安
全
の
基
準
や
国
民
皆
保
険
制

度
を
守
り
、Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
は
認
め
な
い
こ
と
な
ど
、
衆
議
院
選

挙
公
約
で
示
し
た
6
項
目
の
判
断
基
準
を
堅
持
す
る
こ
と
。

二
．
農
林
水
産
分
野
等
の
聖
域
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば

　

脱
退
も
含
め
て
毅
然
と
し
た
対
応
を
と
る
こ
と

　

砂
糖
な
ど
6
項
目
の
「
聖
域
」
が
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
さ

と
う
き
び
が
基
幹
産
業
の
沖
縄
は
、
経
済
活
動
が
成
り
立
た
な

く
な
る
。
脱
退
を
含
め
た
毅
然
と
し
た
態
度
を
示
す
こ
と
。

三
．
徹
底
し
た
情
報
開
示
と
広
範
な
国
民
的
議
論
を
実

　

施
す
る
こ
と

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
本
質
は
日
本
経
済
及
び
国
民
生
活
全
般
に
関
わ
る
。

政
府
が
米
国
等
と
行
っ
て
い
る
事
前
協
議
の
内
容
を
含
め
、
徹

底
し
た
情
報
開
示
と
広
範
な
国
民
的
議
論
を
実
施
す
る
こ
と
。

提
出
者　

知
念
富
信

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

外
務
大
臣　

財
務
大
臣

　
　
　
　

農
林
水
産
大
臣　

経
済
産
業
大
臣　

内
閣
官
房
長
官　

　
　
　
　

沖
縄
及
び
北
方
対
策
担
当
大
臣

　

国
は
、
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
を
含
め
た
政
府
予
算
案
を
確
保
す
る

作
業
を
進
め
て
い
る
。
最
低
賃
金
や
就
学
援
助
な
ど
国
民
生
活
の
最
低
保

障
基
準
の
土
台
を
な
す
生
活
保
護
制
度
は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
保
障
す

べ
き
で
あ
る
。
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

 

提
出
者　

大
城
毅

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

総
務
大
臣

　

国
は
、
年
金
2.5
％
削
減
法
を
成
立
さ
せ
た
。
年
金
削
減
は
、
深
刻
な
不

況
と
生
活
苦
の
中
に
あ
る
高
齢
者
の
生
活
を
圧
迫
す
る
。
沖
縄
県
の
地
域

経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
不
況
を
一
層
深
刻
に
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
る
。
高
齢
者
の
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
に
も
年
金
削
減
の

中
止
を
求
め
る
。

提
出
者　

玉
城
光
雄

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣

　

内
閣
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
が
発
効
し
た
4
月
28
日
に
式
典

を
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
こ
の
日
は
沖
縄
が
切
り
捨
て
ら
れ
た

「
屈
辱
の
日
」
で
も
あ
る
。「
主
権
回
復
の
日
」
と
し
て
政
府
式
典
を
開
催

す
る
こ
と
は
県
民
の
心
を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ
る
た
め
強
く
抗
議
す
る
。

提
出
者　

照
屋
仁
士

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

内
閣
官
房
長
官

地域福祉計画策定委員会 10月12日は町民平和の日

●
町
民
平
和
の
日
を
制
定

　

平
和
の
日
を
中
心
に
平
和
の
尊
さ
を

広
め
る
た
め
記
念
行
事
を
行
い
ま
す
。

●
10
月
12
日
は
ど
ん
な
日
？　

　

戦
後
、
南
風
原
村
役
所
が
大
見
武
収

容
所
か
ら
現
南
風
原
小
に
移
り
、
地
元

で
業
務
を
再
開
し
た
日
で
す
。
南
風
原

が
平
和
に
向
け
て
再
ス
タ
ー
ト
し
た
日

と
言
え
ま
す
。

●
地
域
福
祉
計
画
策
定
に
向
け
て

　

す
べ
て
の
町
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
平
成
25

年
度
に
策
定
し
ま
す
。

　

住
民
参
加
を
基
本
と
し
て
新
た
な
福
祉

社
会
の
構
築
を
図
る
た
め
、
策
定
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
。

●
地
域
福
祉
計
画
と
は
？

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
育
て
支
援
、

健
康
づ
く
り
を
取
り
ま
と
め
、「
支
え
合

い
」
の
し
く
み
を
つ
く
り
ま
す
。

当時の南風原村役所地域福祉計画のしくみ

赤嶺幸信 氏

赤嶺正之 氏

あ
て
先 

あ
て
先 

あ
て
先 

あ
て
先 

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
し
な
い
こ
と
を
国
に
求
め
る

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

年
金
2.5
％
削
減
中
止
を
求
め
る　

意
見
書
を
全
会
一
致
で
可
決

4
・
28
「
主
権
回
復
・
国
際
社
会
復
帰
を
記
念
す
る 

式
典
」
に
対
す
る
抗
議
決
議　

賛
成
多
数
で
可
決

▲

▲

▲

▲

▲

▲

個  人

行  政地  域

意見書

意見書意見書決　議

条
例・補
正
予
算・人
事

意
見
書
・
決
議


